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代々木図書館新聞

熱
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
作
的

に
雪
ま
じ
り
の
雨
の
降
る
戸
外
に
飛
び

出
し
、
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ

れ
ま
す
。
鐘
下
山
房
で
友
人
と
母
に
見

守
ら
れ
る
な
か
「
白
い
コ
ス
モ
ス　

飛

行
船　

も
の
う
い
光
」
と
い
う
言
葉
を

の
こ
し
て
死
去
。
22
歳
5
ヶ
月
の
生
涯

で
し
た
。
墓
は
有
島
武
郎
が
「
カ
ン
ナ

と
少
女
」 

を
買
い
取
っ
た
代
金
百
円
で

作
ら
れ
ま
し
た
。

●
槐
多
の
歌
へ
る

　

槐
多
は
主
と
し
て
中
学
時
代
に
文
学

の
創
作
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
画
家
に

な
っ
て
か
ら
も
詩
や
日
記
を
書
い
て
い

ま
し
た
。
ア
ル
ス
社
よ
り
出
版
さ
れ
た

遺
稿
集
『
槐
多
の
歌
へ
る
』
に
芥
川
は

「
斯か

く
の
如
く
奔
放
で
な
け
れ
ば
、
斯

く
の
如
く
謙
虚
で
あ
り
得
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
人
に
傲お

ご

り
天
に
遜

へ
り
く
だつ

て
ゐ
る
作
者
の
心
に
は
、
直
ち
に
我
等

を
動
か
す
べ
き
芸
術
の
士
の
尊
さ
が
あ

る
。」（
芥
川
龍
之
介
全
集
）
と
推
賞
文

を
よ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
槐
多
の
小

説
『
悪
魔
の
舌
』
は
江
戸
川
乱
歩
も
絶

賛
し
て
お
り
、
現
在
で
も
傑
作
小
説
大

全
20
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く

の
文
人
か
ら
愛
さ
れ
た
槐
多
。
ぜ
ひ
図

書
館
で
槐
多
の
作
品
に
ふ
れ
て
下
さ
い
。
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所
で
使
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
貧
乏
で
し

た
が
、
理
想
に
も
え
て
い
ま
し
た
。
19

歳
で
「
カ
ン
ナ
と
少
女
」
が
日
本
美
術

院
賞
を
受
賞
。
岸
田
劉
生
の
個
展
を
見

て
感
動
し
、
後
に
岸
田
劉
生
の
代
表
作

「
切
通
し
の
写
生
」
と
同
じ
場
所
を
描

い
て
い
ま
す
。
20
歳
の
頃
に
モ
デ
ル
の

お
玉
さ
ん
に
失
恋
。
汚
い
身
な
り
と
奇

抜
な
行
動
。
酒
浸
り
の
生
活
。
そ
し
て
、

結
核
性
肺
炎
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
代
々
木
ユ
ー
ト
ピ
ア

　

大
正
7
年
、
槐
多
は
「
鐘
下
山
房
」

と
名
づ
け
た
一
軒
家
（
現
在
の
渋
谷
区

上
原
1

-

15-

10
）
に
移
り
住
み
ま
す
。

近
く
に
住
む
画
家
の
友
人
ら
と
代
々
木

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
称
し
て
生
活
を
共
に
し
、

創
作
に
励
み
ま
し
た
。「
代
々
木
の
生

活
は
楽
し
く
は
れ
や
か
」
と
山
本
鼎
に

手
紙
を
書
い
て
お
り
、
代
々
木
の
風
景

画
な
ど
8
点
が
美
術
院
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
大
正
8
年
、
ス
ペ

イ
ン
風
邪
に
か
か
り
体
調
が
悪
化
。
高

『引き裂かれた絵の真相』村松
和明著　講談社／『火だるま槐
多』荒波力著　春秋社／『村山
槐多』草野心平著　日動出版部

　

代
々
木
で
22
歳
の
短
い
生
涯
を
終
え

た
若
者
が
い
ま
し
た
。
名
は
村
山
槐か

い

多た

。

「
画
家
で
あ
る
こ
と
と
詩
人
で
あ
る
こ

と
の
二
つ
の
可
能
性
を
先
天
的
に
一
身

の
内
に
持
っ
て
い
た
稀
有
な
存
在
」

（『
村
山
槐
多
』
草
野
心
平
著
）
と
い
わ

れ
た
人
で
し
た
。

●
少
年
時
代

　

槐か
い

多た

は
明
治
29
年
に
村
山
谷
助
、
た

ま
の
長
男
と
し
て
愛
知
県
岡
崎
市
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
結
婚
前
に
た
ま
が
森
鷗

外
の
女
中
を
し
て
い
た
の
で
、
鷗
外
が

名
付
け
親
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
教
師
を
し
て
い
た
谷
助

の
転
任
に
と
も
な
い
京
都
に
移
り
ま
す
。

成
績
は
き
わ
め
て
優
秀
で
、
自
由
奔
放

な
性
格
。
従
兄
山
本
鼎か

な
えの

す
す
め
で
画

家
に
な
る
こ
と
を
志
し
ま
す
。

●
東
京
で
の
生
活

　

18
歳
で
上
京
し
小
杉
未
醒
邸
の
離
れ

に
寄
宿
し
ま
す
。
障
子
紙
は
す
べ
て
便『カンナと少女』（1915年）

第2回日本美術院展覧会で院賞受賞

『某公爵家遠望』（1919年）
参宮橋駅近くにあった山内侯爵邸付近

村山槐多の生涯
代々木ユートピア



2016.1.15　Vol.33代
よよぎとしょかんしんぶん

々木図書館新聞

『ティッシュペーパー・
ボーイ』
有吉玉青著　新潮社

ご紹介した本は、すべて渋谷区立図書館で借りられます。

　

い
つ
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
図
書

館
。
今
回
は
、
皆
さ
ま
の
身
近
な
図
書
館

そ
の
も
の
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て

み
ま
し
た
。

　

大
人
の
学
び
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
理
想
の

リ
ー
ダ
ー
像
は
誰
!?
」
と
題
し
、
歴
史
上

の
人
物
の
人
気
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
人

気
ベ
ス
ト
3
は
、
三
国
志
で
は
劉
備
・
趙

秋
の
図
書
館
フ
ェ
ア
2
0
1
5

代
々
木
図
書
館
の
テ
ー
マ「
図
書
館
っ
て
実
は
…
」

短い創作期間にも関わらず、多くの人々を魅了した村山槐多。その情熱をガランス（仏語で茜色）で表現し、力強く生を詠い、駆け足で過ぎ
去って行ってしまいました。その槐多の切なる〈いのり〉は「神よ　いましばらく私を生かしておいてください 　…　生きて居れば空が見ら
れ　木がみられ　画が描ける　あすもあの写生がつづけられる」。『槐多の歌へる』は、現在は講談社版で読むことができます。

編集後記

雲
・
諸
葛
孔
明
。
戦
国
武
将
で
は
織
田
信

長
・
徳
川
家
康
、
そ
し
て
黒
田
官
兵
衛
・

真
田
幸
村
が
同
票
と
興
味
深
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

予
想
以
上
の
参
加
を
頂
き
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
ご
参
加
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
!

おはなし会
開催日  毎週木曜日（第2木曜日を除く）
時間  15時〜15時30分

●2月11日（木）はおはなし会がありません

おはなしとこうさく会
開催日  第3土曜日
時間  15時〜15時30分

●3月はおはなしとこうさく会がありません

雑誌リサイクル
開催日  第4土曜日　 時間  9時〜

開館時間
月・水〜金曜日➡11:00〜19:00
土日祝休日➡9:00〜17:00
2016年1月〜4月の休館日
毎週火曜日・第3日曜日
2/12（金）・3/10（木）は館内整理日のた
め休館します。
なお、2/11（木）は祝日のため、9時〜17
時まで開館いたします。

こうさく会は、とびだすえほんを作りました。
本の中から、何が飛び出すかな?

名作イントロクイズ
不朽の名作、冒頭の文章だけで分かりますか?

図書館の歴史や本の成り立ちを紹介。電車の車両を利用した「電車図書館」や、
演劇・映画専門の松竹大谷図書館、北区の赤レンガ図書館など、全国のユニークな図書館も紹介しました。

渋
谷
と
文
学

 「
ティ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・

ボ
ー
イ
」

有
吉
玉
青

　

街
頭
で
渡
さ
れ
る
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
あ
な
た
は
受
け
取
り
ま
す
か
。
受
け

取
ら
な
い
と
い
う
人
も
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が

悪
く
て
貰
い
そ
こ
ね
た
と
い
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
物
語
に
は
狙
っ
た
相
手
に
は
百
発

百
中
必
ず
渡
す
と
い
う
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
・
ボ
ー
イ
が
登
場
し
ま
す
。
場
所
は

渋
谷
駅
の
ハ
チ
公
口
交
差
点
や
公
園
通
り
。

時
は
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
が
な
く
な
っ
て
何
年

か
た
っ
た
頃
。
ボ
ー
イ
は
赤
い
キ
ャ
ッ
プ

を
か
ぶ
っ
て
白
い
つ
な
ぎ
を
着
て
い
ま
す
。

　

物
語
は
五
章
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
主
人
公
が
い
ま
す
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
貰
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
人
生
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
人
々
で
す
。
彼
ら

は
物
語
の
な
か
で
互
い
に
す
れ
違
っ
た
り
、

見
か
け
た
り
し
ま
す
が
気
づ
き
ま
せ
ん
。

　

い
ざ
探
す
と
な
か
な
か
会
え
な
い
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
ボ
ー
イ
。
い
っ
た
い

ど
ん
な
人
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

多
く
の
人
が
絶
え
間
な
く
行
き
交
う
ハ

チ
公
広
場
に
い
る
と
、
本
当
に
赤
い
キ
ャ

ッ
プ
の
ボ
ー
イ
が
紛
れ
て
い
て
も
不
思
議

の
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。

図書館ご利用案内 2016年1月～4月の催し お知らせ
●3月19日（土）は「1日図書館員」
を開催いたします。小学校4年生
以上のお子さんが対象です。応
募受付開始は、3月2日（水）から。
詳しくはカウンターでお尋ねくだ
さい。

●次回は、4月発行の予定です。


